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ジベンゾチオフェン（CAS no. 132-65-0） 

 

文献信頼性評価結果 

 

示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ － － － ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ジベンゾチオフェンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、甲状

腺ホルモン様作用、抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すこと、

試験管内試験の報告において、エストロゲン作用、エストロゲン及びアンドロゲン合成の促進作用

を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

⚫ Guzzolinoら(2021)によって、ジベンゾチオフェン(Sigma-Aldrich) 0.05、0.1、１、10μM(=9.2、

18.4、184、1840μg/L)(設定濃度)に受精後５時間(５hpf)から受精後５日目(５dpf)までばく露した

ゼブラフィッシュへの影響(遺伝子は甲状腺関連)が検討されている。その結果として、

0.05μM(=9.2μg/L)以上のばく露区で全身中 tsh mRNA 相対発現量、全身中 trh mRNA 相対発現

量、全身中 tpo mRNA相対発現量、全身中 scl5a5 mRNA相対発現量、全身中 dio2 mRNA相対

発現量の低値、全身中 ugt mRNA相対発現量、全身中 thrα mRNA相対発現量、全身中 thrβ mRNA

相対発現量の高値が認められた。なお、生存率(２dpf)、孵化率(２dpf)、全身中 dio1 mRNA 相

対発現量、全身中 ttr mRNA相対発現量には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：甲状腺ホルモン様作用、抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下

垂体―甲状腺軸への作用 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、試験生物の学名の記載がない点に注意を要すると判

断された。 

 

(２)エストロゲン作用 

⚫ Brinkmannら(2014)によって、ジベンゾチオフェン(abcr、98%) 100μM(=18,400μg/L)までの濃度

に 24 時間ばく露したヒト乳がん細胞 T47D (ヒトエストロゲン受容体 α 及び β を発現)による

レポーター遺伝子アッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた

ルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、EC50 値約１μM(=184μg/L)の濃

度でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

また、ジベンゾチオフェン(abcr、98%)１μM(=184μg/L)までの濃度に 24 時間ばく露した酵母

(ヒトエストロゲン受容体 αを発現)によるレポーター遺伝子アッセイ(エストロゲン応答配列を

もつレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダーゼ発現誘導)が検討されているが、

β-ガラクトシダーゼ発現誘導は認められなかった。 

⚫ Petersen と Tollefsen (2011)によって、ジベンゾチオフェン (Sigma-Aldrich、98%) 0.01～

100μM(=1.84～18,400μg/L)の濃度に 96 時間ばく露したニジマス肝一次培養細胞への影響が検
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討されている。その結果として、EC50値 42.8μM(=7,890μg/L)の濃度でビテロゲニン産生誘導が

認められた。 

 

(３)ヒト副腎皮質上皮がん細胞への影響 

⚫ Lee ら(2017)によって、ジベンゾチオフェン(Aldrich) 40、200、1,000μg/L の濃度に 48時間ばく

露したヒト副腎皮質上皮がん細胞 H295R への影響が検討されている。その結果として、40μg/L

以上の濃度区でテストステロン産生量の高値、1,000μg/L の濃度区でエストラジオール産生量

の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン及びアンドロゲン合成促進作用 
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（令和７年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１－２より抜粋） 

 


